
ビデオデータは至る所に存在します。
インターネットのウェブサイトや企業
内イントラネットを利用した社員教育
から、映画などで使用される3Ｄテク
ノロジーまで、さまざまなところでビ
デオデータは使用されています。ビデ
オデータには使用者ごとにそれぞれ固
有のニーズがあり、さらに急速に変化
し続けるテクノロジーや市場に対応す
るために、データの配置、検索、およ
び管理などの機能をオープンなアーキ
テクチャ上で共有することが望まれて
います。また、ビデオデータは、単に
録画して再生するだけでなく、ウェブ
サイト、テレビ、出版物など、さまざ
まな形で最大限に利用することができ
ます。
Informix® Video Foundation DataBlade®

モジュールは、ビデオデータの管理方
法に革命をもたらしました。そのバッ
クボーンとなるテクノロジーは、サー
ドパーティーのビデオサーバー、外部
コントロールデバイス、圧縮コーデッ
ク、カタロギングツールなどの最新ビ
デオデータテクノロジーを、Informix®

Dynamic ServerTMに容易に組み込める
ようサポートします。さらに、MITメ
ディアラボで開発されたビデオデータ
のデータタイプとデータモデルは、ビ
デオやメタデータの管理を容易にしま
した。このテクノロジーの登場により、
ビデオデータを再加工し、さまざまな
用途に沿って再利用することが大変簡
単にできるようになります。

機能と利点

Informix Video Foundation DataBlade モジ
ュールは、インフォミックスデータベー
スサーバの機能を拡張し、ビデオのコン
テンツおよびメタデータの管理を容易に
します。Video Foundation DataBlade モジ
ュールを使用すれば、ビデオデータのメ
タデータのエレメントがデータベースに
格納され、実際のビデオデータはハード
ディスク、ビデオテープ、ビデオサーバ
ー、またはその他の外部記憶装置で管理

できます。また、アナログビデオのアド
レッシング機能も搭載しており、コンテ
ンツの大部分がデジタル化されていない
場合でも、効率的なビデオデータの管理
が行えます。

オープンで拡張性に優れたテクノロジー

Informix Video Foundation DataBlade モジ
ュールには、インフォミックスのデータ
ベースサーバをユーザのビデオサーバー
にリンクする仮想記憶インタフェース
（Virtual Storage Interface：VSI）が含まれ
ています。多数のビデオサーバーベンダ
ーに支持されているこの機能は、ビデオ
サーバー上でのデータの格納および再生
など、単純な機能をサポートするだけで
はありません。ビデオサーバー内にある
ビデオデータのエレメントは安全に管理
され、それらの整合性はデータベースに
格納されたデータの場合と同様に保証さ
れます。ミドルウェアを通さずにデータ
ベースサーバとダイナミックに対話する
ことによって、Informix Video Foundation
DataBlade モジュールは、最適化された
パフォーマンスを提供し、ユーザのデー
タ、ビデオデータおよびメタデータの集
中管理を実現します。これによってオー
バーヘッドが削減され、エラーがなくな

り、継続的に発生するアプリケーション
のメンテナンスを最小化することができ
ます。

More than“Pick and Play”

ユーザは簡単な操作により、従来のビデ
オカセットの場合と同様に、簡単にビデ
オクリップの選択と再生が可能となりま
す。しかし、Informix Video Foundation
DataBlade モジュールでは、さらに高度
な利用方法を可能にします。例えば、ビ
デオデータの中から、「ディレクターの
視点」、「教師の視点」、または「消費者
の視点」といったクエリーを作成し、
「ビュー」を抽出することも容易にでき
ます。インターネットとそのインタラク
ティブな可能性に備えて、Informix Video
Foundation DataBlade モジュールは、デー
タベースをカスタマイズするのと同じ要
領で、一見すると全く新しいように思わ
れるビデオ画像を作成します。ビデオデ
ータをカスタマイズしても、データの全
体もしくはある特定の部分の知的所有権
保護についての心配も不要になります。

再利用、再配置、再目的化が可能

ビデオデータは、様々なフォーマットで
保存されています。現在よく用いられて
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いるものにはD-1テープ、Ba t a -SP、
MPEG-1、MPEG-2およびQuickTimeなど
が存在しますが、テクノロジーの変遷と
ともに今後新しいデータタイプが開発さ
れることも十分考えられます。ビデオデ
ータを編集・利用する場合、これらの複
数のフォーマットを扱わなければなら
ず、これは大変負荷の高い作業となりま
す。Informix Video Foundation DataBlade
モジュールは、特定のフォーマットに依
存しない、非常にフレキシブルなテクノ
ロジーです。DataBladeモジュールは、全
てのデータフォーマットで作成されたメ
タデータを再利用可能とし、既存のビデ
オデータをシンプルかつ正確に、使用者
の利用目的に合わせた形式に変換しま
す。ユーザーはデータフォーマットに関
する煩雑な作業から開放され、クリエイ
ティビティを必要とする作業に集中する
ことができます。
利用目的に合ったデータ変換と高度なア
プリケーションをサポートするため、ビ
デオメタデータはレイヤー（階層）に付
加されます。このプロセスは、MITメデ
ィアラボが開発したテクノロジーを応用
したもので、「ビデオの階層化」と呼ば
れています。階層化を実行することで、
ビデオデータの内容に関する新規情報
（メタデータ）を、アプリケーションを
変更することなく、またビデオのデータ
フォーマットに関わらず、いつでも追加
することが可能となります。新規情報が
ワークフロー中で作成されるか、または
さらなる情報が利用可能になる場合、
Informix Video Foundation DataBladeを使
用してデータベースに追加できます。ア
プリケーションは既存のクエリーが実行
されている間も、新規に追加された情報
を検索することができます。

パートナーシップ

インフォミックスは、Informix Dynamic
Server、Universal Data OptionTM、および
DataBlade テクノロジーを組み合わせる
ことにより、ビデオのようなリッチメデ
ィアデータを含むあらゆるデータの統合
管理をサポートします。インフォミック
スは、SGI、Sun、IBM、Starlight、EMC、
Avid、VXtreme、Vivo、Excalibur、Virage
といった、業界屈指のベンダーとパート
ナーシップを結んでいます。急速に発展
しているビデオ業界をリードするため、
インフォミックスは新しいビデオデータ
に関するテクノロジーをもつベンダーと
今後もパートナーシップを強化します。
インフォミックスでは、より多くのベン
ダーがDataBladeモジュールを開発し、共
に“DataBladeシナジー”として動作する、

トータルソリューションが実現できる環
境をつくることが重要であると認識して
います。音声認識、イメージ検索、テキ
スト探索、ビデオ画面検出など、多数の
DataBladeモジュールを組み合わせること
により、完全なビデオデータ管理におけ
るソリューションが実現されます。

Video Foundation DataBladeモジュールの
特徴
●オープン、安全、かつスケーラブルな
アーキテクチャ

●ミドルウエアを介さず、最適化された
パフォーマンスを実現

●「録画して再生」を超える機能を実現
●ビデオデータの再利用、再分散、再編
集における最新テクノロジー

実用例

ビデオ製作のサイト

インフォミックスとパートナー企業のテ
クノロジーは、ビデオ製作の現場におい
て非常に優れたパフォーマンスを発揮し
ます。たとえば、ビデオプロデューサー
が、ビデオシーケンスの一部を検索して
読み込み、高品質な編集システムにエク
スポートする場合、ビデオデータは、標
準のイントラネットでの伝送に適した、
低ビットレートの形で格納されます。こ
の結果、ストレージの容量は最小化され、
高価なネットワーク機器の必要性がなく
なります。クエリーを発行する際、ユー
ザはビデオデータのサブセットを選択す
ることができ、Netscape などの標準的な
ブラウザを使ってレビューすることがで
きます。ビデオデータの一部にはタグが
付加され、この部分は、D-1などのビデ
オテープで参照可能となり、編集システ
ムへインポートする際にはデジタル化さ
れたリストとして使用されます。編集作
業中に生成された「名前」や「アクショ
ン」などの情報は、データベース内に
「メタデータ」として格納され、再利用
可能となります。

テレビのニュースルーム

もう一例は、テレビのニュースのWebサ
イトです。わずか20秒のビデオクリップ
しか利用できない現在のWebアプリケー
ションとは異なり、インフォミックスの
テクノロジーは、Webサイトの視聴者が、
それぞれのニーズや関心に応じてダイナ
ミックに編集された、「テーラーメード
の」ビデオデータにアクセスすることを
可能にします。メタデータ、キャプショ
ン情報、その他のあらゆる情報を用いて
Webサイトの視聴者のニーズに合わせた

ビデオのビューがデータベースに作成さ
れます。Webサイトの視聴者がこのトピ
ックについてより詳細な情報を要求する
場合は、同じビデオの新規ビューがダイ
ナミックに作成されます。このカスタマ
イズされたコンテンツは、Web上でのダ
イナミックなビデオ広告およびブロード
キャストを可能とします。これらのテク
ノロジーは、ビデオクリップを受動的に
見せるだけでなく、Web閲覧者に対して
のインタラクティブかつ戦略的なアプロ
ーチを実現します。インフォミックスで
はこのダイナミックなアプローチを
「customer intimacy（顧客への密着）」と
呼び、インターネット上での電子商取
引のアプリケーションにも容易に拡張
可能です。Informix Video Foundation
DataBladeモジュールは、ビデオを含む既
存および今後開発されるデータベースア
プリケーションに対して理想的なソリュ
ーションを提供します。また、Informix
Dynamic ServerおよびUniversal Data
Optionはこのテクノロジーを生かす最高
のプラットフォームです。
DataBladeテクノロジーをはじめとするイ
ンフォミックス製品およびサービスのよ
り詳細な情報については、最寄りの営業
所へご連絡ください。
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